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表題：進行・再発膵がんに対し初回化学療法として(modified) FOLFIRINOX (mFFX)療法と

GEM+nab-paclitaxel (nab-PTX) 療法を施行中に発症した薬剤性肺障害に関する多施設共同

後ろ向き観察研究 

 

１．研究の対象 

対象となる方： 

調査対象期間： 

2015 年 1 月から 2019 年 12 月までの間に初回化学療法として modified (m) FOLFIRINOX (5-FU, 

Oxaliplatin, Leucovorin, CPT-11: FFX) 療法、および Gemcitabine (GEM)+nab-paclitaxel (nab-PTX) 併

用療法を受けた進行膵がんのかたのうち薬剤性間質性肺疾患を発症されたかたと非発症のかた（非発症は例数

のみ） 

２．研究目的・方法 

目的：本邦における膵がん初回化学療法中に発症する薬剤性間質性肺疾患の臨床病理学的特徴を、初回化学療

法レジメン毎に検討し比較します。 

研究期間：2023 年 9 月 4 日  ～  2026 年 12 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

☒ カルテ情報（氏名、住所、電話番号など個人を特定する情報は除く） 

☒ 画像   ☒ 検査結果   ☐ 血液   ☐ 尿・便   ☐ 腫瘍組織 

☐ その他（詳細：            ） 

 

４．外部への試料・情報の提供 

☒ あり（提供先：帝京大学医学部附属病院      ） 

☐ なし 

 

５．資料情報の取扱い 

提供方法： ☒ 配送   ☐ インターネットを介して   ☐ その他（詳細：         ） 

保管場所：帝京大学医学部内科学講座腫瘍内科医局内の鍵のかかるキャビネットに保管 

保管責任者：教授 関 順彦（本研究全体の研究代表者） 

保管期間：10 年間 

当センターにおける管理責任者：栃木県立がんセンター 理事長 尾澤 巌 

対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

 



 

日本肝胆膵がん観察研究検討部会 Japan Observational Study Committee of Hepatobiliary and pancreatic 

Oncology（JOSC-HBP） 

 

6．利益相反 

臨床研究における利益相反(COI:Conflict of Interest)とは、「主に経済的な利害関係によって公正かつ適正な判

断が歪められてしまうこと、または歪められているのではないかと疑われかねない事態」のことを指します。 

具体的には、製薬企業や医療機器メーカーから研究者へ提供される謝金や研究費、株式、サービス、知的所有権

等がこれにあたります。 

なお、本研究の利益相反についてはそれぞれの施設の利益相反審査委員会で審査され、適切に管理されています。 

☐ あり（企業名：                ） 

☒ なし 

 

7．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連

資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いた

だけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益

が生じることはありません。ただし、お申出いただいた時に、すでに研究結果が論文などで公表されていた場合

には、対応できないことがあります。 

 

※照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

栃木県立がんセンター 腫瘍内科 仲地 耕平 

028-658-5151 

 

研究責任者：  

栃木県立がんセンター 腫瘍内科 仲地 耕平 

 

研究代表者： 

帝京大学医学部内科学講座 関順彦 


